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資料１ 
地域懇談会の実施状況 

 
 
以下のとおり、平成 24 年 2 月 25 日（土）13：30～16：00 に愛知県水産会館 5F 会

議室において地域懇談会を実施した。 
 
1. 議事次第 
１．地域懇談会の趣旨説明 
２．出席者紹介 
３．話題提供 

▪ 「瀬戸内海東部（播磨灘）の栄養塩環境と漁業」（兵庫県立農林水産技術総合セン

ター水産技術センター 所長 反田 實） 
▪ 「三河湾の環境の現状と課題」（愛知県水産試験場 漁場環境研究部 部長 岩田 

靖宏） 
４．ディスカッション 

▪ 「三河湾の変化と治療（案）（漁業者の皆さんのご意見を参考にして）」（事務局） 
▪ 昔の三河湾はどのような海であったか？ 
▪ 豊かな三河湾にするためにどのような対策が必要か？ 

５．まとめ 
 
2. 出席者 
【漁業者】10 名 

（渥美漁業協同組合、大井漁業協同組合、大浜漁業協同組合、蒲郡漁業協同組合、

衣崎漁業協同組合、幡豆漁業協同組合、日間賀島漁業協同組合、三谷漁業協同組

合、吉田漁業協同組合） 
【他の海域からの事例提供】1 名 
【委員】3 名 
【関係行政機関委員】2 名 
【オブザーバー】9 名 

（委員 2 名、関係行政機関委員 5 名、検討会オブザーバー2 名） 
【環境省】1 名 
【事務局】3 名 

 計 29 名 
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3. 話題提供 
 
▪ 「瀬戸内海東部（播磨灘）の栄養塩環境と漁業」（兵庫県立農林水産技術総合セン

ター水産技術センター 所長 反田 實）（抜粋） 
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▪ 「三河湾の環境の現状と課題」（愛知県水産試験場 漁場環境研究部 部長 岩田 

靖宏）（抜粋） 
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4. ディスカッション 
「三河湾の変化と治療（案）（漁業者の皆さんのご意見を参考にして）」（事務局） 
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5. ディスカッションにおける主な意見 
 
▪ 過去に農薬や除草剤の影響があったのではないかと思う。 
▪ 昔に比べて全体的に魚のサイズが小さくなった。 
▪ 三河湾では栄養塩が多過ぎて貧酸素になっているとはいえないと思う。 
▪ 三河湾は港湾と漁場が共存する海である。 
▪ かつて三河湾には干潟がたくさんあったので豊かだったと思う。 
▪ 回遊魚はあまり変化がないが、底生性の魚介類は少なくなった。 
▪ 三河湾では、干潟・藻場が海全体に影響する割合が播磨灘に比べて格段に大きいと思

う。播磨灘と同じような手法を用いても上手くいかないと思う。 
▪ 三河湾の水質が悪くなったと感じたのは 1960 年代中旬頃である。 
▪ 藻場は魚の成長にとって大事である。 
▪ 三河湾を豊かにするためには干潟・浅場を増やさなければいけない。少しずつでも干

潟・浅場造成を進めて欲しい。 
▪ 海底のヘドロを何とかしないといけない。海底耕運しないと海が死んでいく。ヘドロ

を取り除けば三河湾も素敵な海になる。 
▪ 漁業者としては水を浄化しないで流して欲しい時期もある。 
▪ 三河湾は本来体力のある海なので、ある程度インパクトに対して持ちこたえられる海

ではあったが、持ちこたえられなくなった時には一気に悪くなったのではないか。 
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